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 「猛暑」「酷暑」「気温 40℃以上」「熱中症」「台風○号」「ゲリラ豪雨」など

など・・・この夏、何回、このような言葉をテレビや新聞で見たことでしょう。今

までにない大変な夏だったのではないでしょうか。まだ日中は 30度を越える日が続

いていますが、一時の暑さに比べると過ごしやすくなってきました。朝夕の涼しさ

から季節が夏から秋に変わっていることを感じられるようになってきた今日この頃

です。 

 ２日から、２学期がスタートしました。１学期の終業式に、子どもたちには、「水

の事故」「交通事故」にあわないように、という話をしました。全校児童２５名が

元気な顔を２学期の始業日に見せてくれました。それが何よりだと思います。２学

期は、９月の秋季大運動会、１０月の市内陸上記録会と市文化展などの作品づくり、

１１月の音楽交流会、１２月のマラソン大会と、行事に追われる学期です。大変で

はありますが、このような行事を通して子どもたちは力をつけていきます。２学期

が終わるころには、きっと今以上にしっかりした子どもたちに成長してくれている

と思います。とても楽しみです。 

 

  

  

幡多の太陽   

数日前から天気予報とのにらめっこが続きました。8月 25日(日)愛校作業が予定さ

れていたのですが、天気予報では降水確率が 50％以上になっていました。9月 1日に

延期したところで、その日にできるかどうかわかりません。できれば、8月 25日にや

ってしまいたい…そんな思いが通じたのでしょう。「小雨決行」としていたこともあ

りましたが、当日の天気予報では、2 ミリ程度の雨が午前中少し降る程度で「曇り一

時雨」ということでした。朝６時に実施するかどうか判断しなければならないという

ことでしたので５時２０分ごろ自宅を出ました。四万十市市街地は雨が降っていなか

ったのですが、津蔵渕付近から雨が降り始め、伊豆田の坂では雨らしい雨になってし

まいました。不安…。学校に着いても少し小雨が降っていました。グランドはそれま

での雨のためびしょびしょの状態でした。天気予報などの情報をもとに、教頭と話し

合い、実施することとしました。保護者の皆様の中には、「こんな天気の中、やるの。」

と思われた方もいただろうと思います。このような天気でしたので、人も集まるか不

安でしたが、多くの保護者の方や児童が集まってくれ、とてもうれしかったです。こ

の日は気温が低くて、作業をするには良い日でしたが、作業の途中で小雨がぱらつい

たり、グランドがびしょびしょだったために作業がやりにくかったことだろうと思い

ます。このような状況の下、一生懸命愛校作業に取り組んでいただいたおかげでとて

もすっきり、そしてきれいになりました。気持ちよく、２学期を迎えるこことができ

ました。本当にありがとうございました。 

 また、この日は、運動会用のマストを立てたり、サッカーゴールの移動の作業など

もお父さん方にはしていただきました。ありがとうございました。 

  

 

７月２６日 

高知新聞より 

 ７月２４日(水)午後の避難

所開設訓練にたくさんの保護

者の皆様や地域の皆様にご参

加していただき、ありがとうご

ざいました。平日の午後という

こともあり、参加が難しいので

はないかと心配をしていまし

た。子どもたちの作成したチラ

シや地域の皆様の声かけなど

があり、約８０名の方の参加を

得て実施することができまし

た。課題がたくさんありまし

た。今後の取り組みに生かして

いきたいと思います。 

 

9月 22日(日)  9:00 ～ 15:30  雨天順延 

 

たくさんの地域の

皆様のご来校をお

待ちしています。 



 


